
私
が
勤
務
す
る
高
田
森
林
事
務
所

は
、
新
潟
県
最
西
部
の
上
越
市
に
位

置
し
、
上
越
市
、
妙
高
市
及
び
糸
魚

川
市
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
及

び
富
山
県
に
隣
接
し
た
約
２
４
０
０

０
㌶
を
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
多
く

は
、
標
高
８
０
０
㍍
以
上
の
地
域
に

位
置
し
、
ほ
と
ん
ど
が
自
然
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
林
況
は
、
大
半
が
天
然
林

と
な
っ
て
お
り
、
人
工
林
は
わ
ず
か

５
㌫
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
内
は
、
北
は
古
く
か
ら
海
上
交

通
の
目
印
と
さ
れ
た
米
山(

よ
ね
や
ま)

（
標
高
９
９
３
㍍
）
か
ら
、
東
頸
城

丘
陵(

ひ
が
し
く
び
き
き
ゅ
う
り
ょ
う)

（
関
田
山
塊
）
を
経
て
、
南
は
富
山
・

長
野
県
境
に
隣
接
す
る
三
国
境
に
隣

接
す
る
小
蓮
華
山(

こ
れ
ん
げ
さ
ん)

（
標
高
２
７
６
６
㍍
）
ま
で
と
区
域

も
広
く
、
ま
た
、
県
内
で
も
有
数
の

豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
平
野
部
の
積
雪

は
１
㍍
程
度
で
す
が
、
山
間
部
で
は

２
㍍
を
越
え
、
県
境
の
奥
山
山
岳
地

帯
は
５
㍍
以
上
に
達
し
ま
す
。

天
然
林
で
は
、
雪
害
の
試
練
を
耐

え
抜
い
た
ブ
ナ
林
が
特
長
的
で
、
特

に
日
本
海
側
の
ブ
ナ
は
樹
肌
が
美
し

く
、
す
ら
っ
と
直
立
し
て
成
長
し
、

見
ほ
れ
る
よ
う
な
ブ
ナ
林
が
標
高
８

０
０
㍍
か
ら
１
０
０
０
㍍
に
掛
け
て

群
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ブ
ナ
林
及
び
天
然
林
を
生
か

し
、
か
つ
て
は
信
濃
と
越
後
を
結
ぶ

交
通
の
要
所
と
し
て
使
わ
れ
た
国
有

林
内
の
古
道
を
平
成
16
年
に
長
野
県

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
林
野
庁
が
協
定
を
結
び

関
田
山
脈
の
稜
線
上
を
全
長
約
80
㌖

に
及
ぶ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
「
信
越
ト

レ
イ
ル
」
と
し
て
開
設
さ
れ
、
自
然

豊
か
な
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
し
て

日
々
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
内
に
は
、
深
田
久
弥
の

記
し
た
「
日
本
百
名
山
」
に
含
ま
れ

る
火
打
山
、
妙
高
山
、
雨
飾
山
、
そ

し
て
、
北
ア
ル
プ
ス
、
後
立
山
連
峰

の
山
稜
に
沿
っ
て
、
小
蓮
華
山
（
新

潟
県
：
最
高
峰
）
を
有
し
て
お
り
シ
ー

ズ
ン
に
は
多
く
の
登
山
者
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
業
務
を
通
じ
て
様
々
な

「
森
林
・
国
有
林
へ
の
意
見
・
要
望
」

を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
国
有

林
隣
接
地
域
及
び
都
市
部
で
の
森
林

へ
の
関
心
、
期
待
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う

こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
域
・
環

境
に
合
っ
た
森
林
管
理
・
施
業
を
取

り
入
れ
、
国
有
林
に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
森
づ
く
り
を
目
指
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（７）平成２６年９月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１２６号

雷鳥坂周辺のライチョウ

頸城平野からの米山

信越トレイル

船越の頭から小蓮華山を望む

ブナ林


